
支援部だより  今回のテーマは 【進路選択】  R３.１０．２８ 
 

  聞こえにくさのあるお子さんの進路の決定には、いつもいろいろな課題が見えてきます。今回は、

その時々の多種多様な課題に沿って、難聴発見時から，高等学校進学までをまとめてみました。 

 

 

     補聴器の装用や言葉についての教育相談開始 

        親子のかかわりを大事にしながら 聴く力 伝える力を育てる 

 

        ●どこで学ばせよう・・・ 

            子供の様子、家庭の事情など悩むところです。 

              来校教育相談 保育所や幼稚園へ訪問支援等 就学支援 

   

ことばの獲得      小学校就学に向けて 

  聞こえや発音練習    ●どこで学ばせよう･･･小学部？ 難聴学級？ 通常学級？ 

             地域で学ばせたい、子供に合った学校はどこだろう？ 

              送迎は？ 放課後は？ 悩みはつきません。                        

              「学びの場」の選択は、将来を見据えての見学が大事 

                 就学相談 学校見学 就学審議会  

    学習言語を獲得             

     個に合わせたカリキュラム      学校等への支援   居住地校学習 

自己の障害理解           （研修会・訪問支援等） 

中学校進学に向けて 

●どこで･･･中学部？ 難聴学級？ 通常学級？     

  教科担任制や部活、思春期など、すこし大人に      

  近づいた子供たち。                    

  子供と十分に話し合って決めることが大事            

   就学相談 学校見学 就学審議会             

 

 学校等への支援（研修会・訪問支援等） 

 

高等学校進学に向けて 

●どこで･･･高等部？ 地域の高校？ 

  高等学校は義務教育ではないので，一般入試があります。 

  入試には、リスニング等の配慮はありますが、試験問題は皆同じです。 

  個（生徒）への支援  自分の事をまわりの人へ伝えていく事が大事 

 

＊聞こえづらさのあるお子さんの進路のことで悩んだとき、保護者支援、本人支援、家族支援など、

本校教育相談を是非ご活用下さい。 
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学習活動の充実 

将来に向けた自己理解 

聞こえの調整、機器活用 

など 
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